はもち ろん、 本当に、 未来に おいて 地下 戦車 長になる 

ことだった。 

地下 戦車 長！ 

地下 戦車 —— なんて、 そんな ものが 有る のであろう 

ゝ o 

力 

地下 戦車と は、 地面の 下 を もぐって 走る 戦車の こと 

である。 そんな 戦車が ある 話 を、 だれも、 きいた こと 

がない。 だが、 一郎 は、 いうので ある。 

「そうでしょう。 どこに もない 戦車でしょう。 だから 

僕 は、 地下 戦車 を 作って、 その 戦車 長に なりた いんだ。 

ああ、 地下 戦車！ そんな ものが あれば、 どんなにい 



ある。 

一郎の 思いつき は、 じつに、 すばらし いので あるが、 

はたして、 そんな ものが 出来る であろう か。 こいつ は、 

なかなかむ つかしい 問題で ある。 

「そんな もの、 出来 やしないよ。 だって、 水の 中 や 空 

気の 中 じ やな いんだ もの。 地面 を 掘って みても、 すぐ 

わかる けれど、 土と いう もの は、 案外 かたい もの だよ」 

ま つきり よ-つじ 

と、 一郎の 仲良しの 松木亮 二が、 いった ことで ある。 

「そんなに、 かんたんに、 出来 やしないよ。 しかし、 

工夫 すれば、 きっと 出来る と 思 うんだ。 それに、 地下 

戦車が 日本に あれば、 すてき じ やない か。 どこの 国に 



車 を 作つ てみ せる ぞ」 

電灯 会社の 修理工の 一郎 は、 だんぜん 地下 戦車 を 作 

りあげる つもりで ある。 されば こそ、 毎朝、 "未来の 地 

下 戦車 長、 岡 部 一郎， と、 大きな 文字 を 書いて、 自分 

を はげまして いるので あつ た。 

はたして、 地下 戦車 は、 一郎の 手に よって、 出来 上 

るだろう か。 今のところ、 少年 修理工 岡 部 一郎と 地下 

戦車との 間に は、 あまりに 大きな へだたりが あるよう 

に 見える。 



痛い 瘤 



一 郎は、 それから 後 も、 ずっと、 〃未来の 地下 戦車 長" 

の 手習い をつ づけて いた。 

或 日、 彼 は、 会社の 机に 向って、 そこに 有り合わせ 

ひきうけ しょ 

た 修理 引受 書 用紙 を 裏が えしに して、 ペンで 〃未来の 

地下 戦車 長， と、 また 書き 始めた のであった。 

「おや、 岡 部。 お前、 なかなか 字が うまい じ やない か」 

とつぜん、 うしろで、 係長の 小 田さん の 声が した。 

「いや だな あ、 ひやかし ちゃ …… 」 



えば、 昨日、 停電した 家 へ、 一郎が いって、 ヒュ— ズ 

と リカ 力 も， J 

の 取換え を やった が、 そのと き、 うっかりして、 鴨居 

へ、 頭 を、 いやというほどぶ つけたた め、 出来た 瘤で 

あった。 決して、 名誉な 瘤ではなかった ので ある。 

「係長さん。 僕 は 今のところ、 こうやって、 毎日 手 習 

い をして いるので す。 そして、 神様に 祈って いるので 

す」 

「なんだ、 たった、 それだけ かい」 

「ええ、 今のところ、 それだけです」 

「それじゃ、 しょうがな いねえ」 

係長さん は、 はきだす ようにい つた。 



戦車 長 どの。 こいつ は 一 つ、 しっかり 考え直して、 出 

直 すんだ な。 私 は、 たのしみにして いるよ」 

そういって、 係長さん は、 一郎の 頭に 手 を やろうと 

した。 

「おっと、 おっと —— 」 

一郎 は、 あわてて、 体 を かわした。 

「あは はは。 これ は、 うっかり していた。 あは はは」 

「あま まま I 

一郎 も 笑った。 全く、 厄介な ところへ 瘤が 出来た も 

ので ある。 

そのと き、 向う から、 一郎 を 呼ぶ 声が あった。 



「それ は、 その はず だよ」 

「え つ 」 

「あたまが 悪い な あ。 電話 を かけて きたの は、 おそば 

屋 さんだ もの。 おそば は、 長い や。 あは はは」 

「な あんだ 、<;>、<;>、<;>、<;>」 

仕事 をして いた 係の人々 も、 一度に ふきだした。 

「これこれ、 笑い話 は、 後に して、 岡 部、 自転車に のつ 

て、 直ぐ、 おそば 屋 へいって 来なさい。 一分お くらせ 

れば、 それだけ、 国家の 損失なん だから …… 」 

係長さん も、 にゃにゃ 笑いながら、 一 発 痛い ところ 

を、 一 郎 たちに くらわせた。 



紙の 上 は、 まだ、 まつ 白だった。 

「ええと、 地下 戦車と いう やつ は、 どんなと ころ をね 

ら つて、 こしらえれ ばいい かな あ」 

彼 は、 ひとりごと をい つた。 それで 分った。 彼 は、 

いよいよ 地下 戦車の 設計に とりかか つたので ある。 察 

すると ころ、 昼間、 係長の 小 田 氏から いわれた こと I 

I "神に 祈る の もい いが、 ただ 祈る だけ じ や、 だめ だ。 

また、 考えて いる だけ じ や、 だめ だ。 技術者と いう 者 

は、 考えた こと を、 早く 実物に つくりあげて、 腕 をみ 

がき、 改良すべき 点 を 発見して、 更にい い 実物 をつ く 

り 上げる よう、 ひがけねば ならぬ， という ことば 



題名が ついている。 曰く 「岡 部 一 郎 戦車 博物館 第 一 号 

食- 1 I 10 —* 

岡 部 一 郎 戦車 博物館 第 一 号館！ 

いや、 これ は、 他の 人が 読んだら、 ふき 出して 笑う 

だろう。 

しかし 一 郎は 大真面目であった。 

各 頁に は、 新聞 や 雑誌から 切り抜いた 世界 各国の 

戦車の 写真が、 べたべたと、 はりつけて ある。 そして 

その 下に は、 その 戦車の 性能が 一々 くわしく 記入され 

ている。 

(この 戦車が、 みんな 実物 だったら、 大した もんだ が 



な あ) 

一 郎は、 切 抜 帳 を ひろげる たびに、 そう 思う ので あつ 

た。 

なにも 実物で あるに は 及ばない。 たしかに この 切 抜 

帳 は、 りっぱな 戦車 博物館で ある。 第一 号館 は、 もう 

頁が 残り 僅かであった。 

(や あ、 もう 陳列 場所が、 いくら も あいていない ぞ。 

近いう ち、 第二 号館の 建築に、 とりかからなくて は… 

〜) 

一郎 は、 なかなか 忙しい 身の上 だ。 

さて、 「第一 号館」 を、 いくど も、 ひっくりかえして 



みたが、 そこに ある 戦車 は、 いずれも 地上 を 駆ける 戦 

車ば かりであった。 こいつ を、 このまま、 地下へ はこ 

び 入れても、 さっぱり 前進させる ことができな いこと 

は、 明白であった。 

「はて、 これ だけ、 りっぱな 戦車が たくさん あっても、 

参考になる もの は 一 つもない ぞ」 

一 郎は 失望 を 禁ずる ことができなかった。 

全く、 いやにな つてし まった。 彼 は、 ごろん と、 う 

しろに たおれて、 ぼんやり 考え こんでい たが、 そのう 

ち、 ふと、 誰かの いった ことば を 思い出した。 

"欧米な ど、 外国の 工業に 依存して いたので は、 日本 



ぼかり と、 一郎の 頭に、 新聞紙 をまい てつく つた 代 

用品の 竹刀が、 ふりおろされた。 

「ああ ッ、 いたい！」 

一郎 は、 とび 上った。 なんと まあ、 災難な 頭の 瘤 だ 

ろう。 ちょうど、 頭の てっぺん にある。 弟までに、 そ 

の 痛い ところ を 殴りつ けられて …… 。 

だが、 一 郎は、 逃げ足の 早い 弟 を、 追おうと もしな 

かった。 じつに そのと き、 彼 は、 神様のお 声 をき いた 

ように 思 つたので ある。 

「そうだ。 係長さん が、 "おい 岡 部、 その 瘤 は、 もぐら 

もちの 真以 をして、 こしらえた 瘤なん だろう" といつ 



出して、 えっさ えっさと、 穴 を 掘って いった。 

ばた ばた と、 縁側に、 足音が した。 

あき 

「まあ、 一郎！」 母親の、 呆れたら しい 声だった。 

「ほらね、 お 母ち やん。 兄 ちゃんの 顔、 あんなに、 泥 

ん こだよ」 

「一郎、 朝っぱらから、 なに をして いるので す」 

「僕 は 今、 …… 」 いおうと 思った が、 一郎 は、 そこで、 

あやうく ことば を 呑んだ。 

(ああ、 もうす こしで 喋る ところだった。 語るな、 

ぐんき 

軍機 だ！ たとえ、 母親に だって) 

「ちょっと、 いえない の。 国防 上、 秘密の こと を やつ 



て やる 〔# 「やって やる」 は ママ U ん ですからお え」 

「え、 国防 上 秘密の こと？」 

母親 は、 聞き かえして いたが、 やがて 二 郎の頭 をな 

でて、 

ぼうくうごう 

「ニ郎 や。 兄ち やん は、 防空壕 を 掘って いるの だよ。 

出来たら、 お前 もんれ てお 貰い」 

そういって、 母親 は 安心して、 奥に 引 込んで しまつ 

た。 

(防空壕？ はは あ、 これが 防空壕に 見える かな あ) 

防空壕 をつ くるに しても、 一人で は、 たいへん であ 

る。 シャベル を もつ 一 郎の 両腕 は、 今にも 抜けそう に 



「係長さん、 どうぞ、 その 先 をい つてく ださい」 

リき まる 

「うむ、 よしきた。 『二十 五本で ございます』 と、 力 丸 

はいった。 『あは は、 ちがう ちがう、 お前 は 落第 だ。 さ 

ぼう まる 

あ、 他の 者！』 こんど は坊 丸が、 『お 殿 さま、 四十 二 本 

で ござります』 『ああ そんな 不吉の 数 じ やない。 駄目 

駄目、 さあ、 お 次』 と、 だんだん 小姓た ちに 答えさせ 

てみ るが、 一 人と して、 これ を 当てる ものがない。 す 

ると、 残ったの が、 森 蘭 丸、 只 一 人 じ や。 『蘭 丸、 お前 

はさつ きから、 黙って いるが、 あと はお 前 一人 じ や、 

早く この 脇差の つか をまい て ある 紐の 本数 を こたえ 

ごさい そく 

ろ』 と 1E5 長の 御 催促が あった。 そのと き 森 蘭 丸 は、 へ 



リょ じゅん せん こうどう 

旅 順 戦 の 坑道 

なにわぶ してき 

「ええ、 聞いて おります。 なかなか 面白い 浪花節 的お 

話です ね」 

「これから がいいと ころ だ。 よく 聞いて いなさい。 I 

I そこで 信 長 公 は、 蘭 丸の 正直 を 非常に ほめて、 脇差 

を 下し 置かれた。 実は 信 長 公 は、 先 ごろ 厠に 入って 

いて、 蘭 丸が 脇差の 紐の 本数 を 数えて いるの を 隙間 か 



ら 御覧に なって いたの だ、 そこで、 わざと こういう 質 

問 を 発して 蘭 丸の 正直 さ をた しかめて ごらんに なった 

という 話さ。 どう だ、 感心した か」 

「感心し ましたが、 数値の 上に 立つ というの は …… 」 

「そこ だよ。 信 長 公 は 蘭 丸が 正直な の を 褒めて、 脇差 

を 下し 置かれた と、 浪花節で はいって いるが、 それ は 

噓 だと 思う」 

「噓 です か。 では …… 」 

「僕 は、 噓じ やない かと 〔# 「噓じ やない かと」 は 底本で 

は 「噓じ やない と 匕 思う。 信 長 公 は、 こういって 褒めら 

れた。 『蘭 丸、 お前 は 数値の 観念が あって、 感心な 奴 



かね」 

「じゃあ、 一日に つき 半メ— トル だね。 その 三百 六十 

五倍 は？」 

「半メ —トルの 三百 六十 五倍です から、 百 八十 ニメ— 

トル 半です ね」 

「そら、 見た まえ、 百 八十 ニメ 1„ ^ル もの 穴と いえば 

相当 長い 穴 じ やない か」 

「そうです ね。 ちょっと 長いです ね」 

「朝 だけ、 掘っても、 一年に は 約 二百 メ— トルの 穴が 

出来る。 これ を 十 人が 掘れば、 二 千メ— トル。 また 二 

百メ— トルの 穴で よいの なら、 十 人 あれば、 三十 六 七 



「え、 なんだ つて」 

すべ 

一 郎は、 口 を 滑らせた。 しかし、 これ は、 説明して 

も、 とても 御 隠居さん に は 分るまい と 思って、 だまつ 

ていた。 すると 御 隠居さん は、 

「赤土が 二三 十 尺 もあって、 それ を 掘る と、 下から、 

じばん ひうちいし 

青くて 固い 地盤が 出て 来る よ。 まるで 燧 石の やわら 

かい やつみ たいだ。 こいつ は 掘る のに、 なかなか 手間 

がか かる。 しかし、 そこまで 掘れば、 大体い い 水が 出 

るね」 

「水なん か、 どうで もい いのです よ」 

「いや、 こいつ を 心得て いないと、 とんだ 失敗 をす る- 



わしが 若い ころ 井戸掘り やって いた ときには …… 」 

と、 そこまで いったと き、 御 隠居さん は、 自分の 家 

の 人に 呼ばれた ようで ある。 (お爺さん、 余計な こと 

を 言な さるものじゃありません よ) (な あに、 かま やし 

ない よ、 わし は、 若い とき 井戸掘りで 渡 かしてい たん 

だから) (だって、 あまり 名誉な 仕事で もない わ) (そ 

かぎょう 

んな こと はない。 第一、 お前 も わしが 井戸掘り 稼業 を 

したれば こそ、 おまん まに 事欠かな かったん だし、 そ 

れに 井戸掘りが なけり や、 誰も 水が 呑め やせん。 水が 

呑めなければ、 飯が のどへ 通る かい) などと 一郎の 頭 

の 上で、 大分 やかましい 話が やりとりされ ていたが、 



ん から、 恨まれる。 つるはし を 借りた だけで、 応援の 

こうむ 

方 は、 ごめん 蒙 る ことにしようと、 一 郎は 思った こと 

である。 

土 はこび 少年 隊 

つるはし は、 すこぶる 重かった。 

(こんな 重い ものが、 ふりまわせる かしら) と、 始め 

隣り の 御 隠居さん から 借りて 来たと き は 心配した 一 郎 



であった。 

くすぐった いのは、 一郎だった。 

(はじめは 人間 地下 戦車の 訓練 を やる つ もり だ つ たけ 

れど、 これ はとうとう 防空壕 を つくる ことにな つ たぞ 

しかし 防空壕 は 必ず 作らなければ ならない もの だし、 

それに こうして みんなで 土に 慣れる という こと はい い 

こと だ。 とにかく 自分 は、 まつ 先に 立って やらな けれ 

ばなら ない) 

そう 思って、 一郎 は、 半分 は 地下 戦車 をつ くる 上に 

おいて 土に なじむ ためと、 あと 半分 は、 これ を 利用し 

あ 、 

て、 防空壕 をつ くるた めと 両方に 目標 をお いて、 相 も 



の 家の 下 を 掘る と、 ひどい 目にあう ぞ。 いつ だか、 鬼 

力れ L 

河原さん の 家令と かいう 人が、 かんかん になって 怒つ 

て 来たから な あ、 まあ、 鬼 河原さん の 庭園 はよ けて 掘 

る ことにしよう」 

一郎 はそう 思いながら、 つるはし をえ ぃッ とふる つ 

たが、 そのと き 天井の 土が ばらばらと 大量に 落ちて 来 

たと 思う と、 ちょろちょろ 音が して 上から 水が 落ちて 

来た。 はて、 へんな ことにな つたわい。 



人間 地下 戦車の 行 先 



なんじ しょう 

向って 「や あや ぁ汝は 人間の 性 か 河童の たぐい か」 

さんだ ゆう 

とどな つてい るの は、 鬼 河原 家の 三 太夫 氏の 声に ちが 

レ.^ レ 

「えらい こと を、 やっての けた ぞ。 三 太夫さん がび つ 

くりして いるう ちに 早い ところ 逃げない とたい へん 

だ」 

一 郎は、 ふたたび、 

「うわ— ッ」 

と、 声 を あげる と、 穴から とびだした。 

なにごとが 起った かと、 泉水の 方 を こわごわ みてい 

やしき 

たお 邸の 連中 は、 泉水の 中から、 いきなり、 泥 まみれ 



の 小僧が、 シャベルと つるはしと を もって とびだした 

もの だから、 きも をつ ぶして しまった。 奥へ 逃げ こむ 

者、 その 場に へたばる 者、 わめき ちらす 者の ある 中 を 

けやき 

一郎 は、 自分の 家の 庭に 生えて いる 大きい 櫸の樹 を 

見当に して、 まっしぐらに 走り だした。 そして、 お 邸 

の 垣根 を こえて、 自分の 家の 庭 へ 、 とび ， J んだ ので あつ 

た。 

人間 地下 戦車 事件の 終幕 だ つ た。 

せんすい 

人間 地下 戦車が、 お 隣 リの鬼 河原 邸の 泉水 を こわし 

てし まった ので、 岡 部 一郎 は、 たいへん 叱られた。 

その あげく、 とうとう シャベル も つるはし も、 一郎 



ねむって いる 小 田さん を ゆすぶり 起して、 外へ 出た。 

線路の 横の 雪山のう えに のぼると、 除雪車が 黒煙 を あ 

げ つつ、 近づく のが 見えた。 口— タリ ー だ。 口 ー タ 

リ ー に 当って、 雪 は、 まるで 爆 布 〔# 「爆 布」 は ママ〕 

そうかん 

のようにう つくしく 横へ はねとばされる。 壮観と は、 

ちゅうくう 

この ことであろう。 中空に かかる 雪の 爆 布 〔# 「爆 布」 

は ママ〕 は、 だんだんと 近づいて きた。 こっちから は、 

車体 はすこし も 見えない。 見える の は、 ただ 雪と 煙り 

とだけ であった。 

除雪車が、 そばまで 来て 停った ので 一郎 は、 はじめ 

て、 除雪車の 構造 をよ く 見る ことが 出来た。 口 ー タ 



いなかった。 そして、 つよい 蒸気の 力 を 借りて、 たく 

さんの 雪が、 みるみる 跳ねとば されて いくと ころな ど 

をみ ている と、 地下 戦車 も、 かならず 出来なければ な 

らな いと 感じた。 

「地中 を、 あの 口 ー タリ ー 除雪車の もっとし つかりし 

たような もので、 どんどん 掘って いったら、 きっとう 

まく いくか もしれ ない」 

一郎 は、 なんとかして、 そういう 機械 をつ くって み 

たくて 仕方がなかった。 

しかし 機械 をつ くるに は、 たくさんの お金が； k 用で 

あった。 機関車 一台で も、 一万 円ち かく かかる ので 



しても つと、 たくさんの お金 を 儲け、 そして もっとた 

くさん の 時間 を、 地下 戦車の 研究に つかえる ようにし 

たいと 考えた。 

小 田さん は、 一郎の 決心 をき いて、 いろいろと 止め 

たけれ ど、 彼の 決心 はつよ かった。 そして 彼 は、 とう 

とう 廃品 回収 屋 さん を 始める ことと なった。 一郎の 母 

親 を ときふせる こと は、 小 田さん にた のんだ。 

ほ つ そく 

かがやかしき (一郎に いわせる と) 新体制への 発足 

であった。 

廃品 回収 屋 さんと いえば、 今 は、 りっぱな 国策 商売 

である。 この 物資 不足の 折 柄、 むだに すてられようと 



そのうちに、 春に なった。 

春に はなった が、 地下 戦車の 問題 は、 一向す すまな 

かった。 ところが 或る 朝の こと、 彼 は 郊外 を 歩いて い 

るう ちに、 思いがけない おもしろ いもの を 見つけた。 

お 百姓のお じさんが、 もぐら を 捕えて いるので あつ 

た。 畠 を あらす もぐらが、 なぜ そんなに 彼の 注意 を ひ 

ヽ こ.^ o 

レたカ 



岡 咅 一 ，fi 乙 るます 



これ は、 今までの ように、 彼の 趣味 だけの 仕事で は 

ない。 軍からの 命令であった。 国軍の ために、 実戦に 

役立つ 地下 戦車 を 設計す るの だ。 たいへんな 任務で 

あった。 

彼 は、 早速 その 夕刻、 原^から、 所持品 一切 を もつ 

て、 隊 本部へ 移った。 

彼のた めに、 一 つの 部屋が あたえられた。 それ は、 

やがて 倉庫になる らしい 木造の ガランと した 部屋で 

あった。 

夕食が 済む と、 彼 は、 下士官 集会所へ も 顔 を 出さず、 

この 新しい 部屋へ もどって きて、 電灯 をつ けた。 



たな あ」 

もぐら 事件の こと を 思う と、 たのしい やら、 おかし 

いやら であった。 

彼 は、 あのだ だっぴろ いうつ くしい 大 草原が、 ゴル 

フ場 だと は、 気がつかなかった のであった。 ゴルフ場 

ま. 6 

と 知ったら、 もちろん、 もぐら を 放つ ような、 そんな 

らんぼうな こと を やらな か つたろう。 それが ゴ ル フ場 

だと わかった の は、 あの 事件が、 新聞に 出てから のこ 

とであった。 

その 新聞記事 というの が、 ふるっていた。 

ぼうこく らっかさんたい 

〃〇〇 ゴルフ場の 怪事件、 某国 落下傘 隊の 仕業 か、 多 



数の もぐら を 降下 さす" 

彼に は、 すっかり わけが わかって いたから この 新聞 

記事 を 読んで いるう ちに、 ふきだして しまった。 

た 力 

あの ゴルフ場の 番人が、 真夜中に なって、 ク ラブハ 

ウスの 窓から、 はるか 向こうの ゴルフ場の 一隅に、 

怪，" 火が ゆらぎ (これ は 一 郎の もっていた 懐中電灯 のこ 

とだ) それから 朝に なって いってみ ると、 約 百 頭の も 

せっかく 

ぐらが、 折角 手入れし てあつた ゴルフ場の フエ アウエ 

ィを、 めちゃめちゃに 掘り かえして あつたと いうの だ- 

百 頭と は、 話が 多すぎる。 



「ええと、 どうして やる かな。 形 は、 どうも 土龍 式が 

いいと 思う の だが …… 」 

えんすいけい かいてん キ J り 

もぐらの 鼻の 代りに、 円錐形の 廻転 錐 をつ かう のが 

いいと、 はじめから 思って いた。 しかし それ を どうし 

て 廻す か。 それ を 廻して、 はたして 土 はけ ずれる か。 

けずれても 前進す るか どうか。 それから 第一、 廻転 錐 

を 廻す 動力 を どうす るの か。 また、 けずりとられた 土 

を どうす るの か。 —— 岡 部 伍長の 頭の 中 は、 麻の よう 

にみ だれた。 

みなさん だったら、 このような 問題 を、 どう 片 づけ 

ます 力？ 



岡 部 伍長 は、 寝ぐ るし い 一 夜 を 送った。 

彼 は、 すこしも 唾れ なかった —— と 思って いた。 

しかし、 夜中に 営 内の 巡視が、 彼の 寝て いる 部屋へ 

も 廻って きたと き、 彼、 岡 部 伍長 は、 たしかに 眼 をと 

じ、 ごうごうと いびき を かいて 寝て いたそう である。 

(この 男 は、 えらい いびき だな) 

し 力， A 力し カス 

巡視の 士官 は、 苦笑 をして、 後に 従ってい る 下士官 

を ふりかえった。 

(は、 よく 寝と ります) 

すると 岡 部 は、 むにゃむにゃと 口 をう ごかし、 ( …… 

あ、 そうか。 もぐら 君、 君の 鼻に、 錐 を 直結 すれば、 



よかつ たんだな。 な あんだ、 わしゃ、 そこに 気がつか 

なかった よ。 はは はは) 

と、 気味の わるい こえをたてて、 岡 部 は 笑った。 そ 

して、 とたんに、 くるりと、 寝が えり をう つて、 また 

ぐうぐうと 寝 こんで しま つ た。 

士官と 下士官と は、 思わず 目と 目 を 見合わせた。 

(夢を見て、 寝言 を いっとる ようじ やが、 あれ は 一体 

なんじ や) 

(さあ、 もぐらが どうと かした といって おりました。 

報告書に 書いて 置きます か) 

(ふむ。 —— いや、 それに もお よばん。 毛布 をよ く か 



けと いて やれ) 

熱心な 投書 

巡視の 士官た ちが、 戸口から 出て いってし まう と、 

岡 部 は、 その物 音に 夢 を やぶられ たか、 ぱっと 毛布 を 

おしのけて、 寝台のう えに 半身 をお こした。 

「ああ、 成功。 大成功 だ。 すばらしい 考え を 思いつい 

た ぞ！」 



彼 は、 寝言で はなく、 はっきり ともの をい つて、 い 

じょうか 

そいで 寝台 を 下りた。 上靴 をつつ かけて、 彼 は、 とこ 

とこと 歩き だした が、 五六 歩 あるいて、 急に はっとし 

た 思い いれで、 その 場に 立ち どまり、 

「 …… 忘れない うちに、 いまの すばらしい 発明 を 手帖 

に 書きと めて 置かなければ ならない と 思 つ たが …… 

ちえつ、 な あんだ、 ばかばかしい。 わ はは はは」 

彼 は、 だれも 見て いないのに、 きまりわるげ に、 あ 

たま を、 ガリ ガリと かいて、 寝台の 方へ 廻れ 右 をした _ 

そして また、 毛布の 中に、 もぐりこんだ。 

「ちえつ、 夢だった か、 ばかばかしい。 行軍して いる 



と、 水車小屋の かげから 現れた もぐらと いうの が、 体 

の 大きい やつで 牛ぐ らい ある もぐらの 王様だった から、 

こいつ は 使えるな と 思つ たんだ。 その もぐらの 先生め、 

かいてんきり 

わしの 鼻に 廻転 錐 を 直結しなさい という。 なるほど、 

マ J れは 何と い うすばら し い 考え だ と …… いや、 目が さ 

めて みれば、 あれ まあ、 なんという ばかばかしい 夢 を 

みた もんだ な！ な、 な あ ー んだ」 

彼 は、 毛布の 中で、 くつくつと、 いつまでも 笑いが 

とまらなかった。 

その 夜 は 明けて、 翌日と なった。 

は まぶた 

岡 部 伍長 は、 腫れ ぼつたい 瞼 を こすりながら、 また 



一 ケ 小隊の 戦車兵であった。 

問題の 地下 戦車 第 一 号 は 大型の 二 台の 牽引車に 

こ-つじよう 

鋼条 で つながれ、 まわり を 小型 戦車に まもられながら、 

ひきずられて、 いった。 その 大きさ は、 三十 トン 戦車 

ぐらいの ものであった。 

岡 部 は、 もちろん、 その 地下 戦車の 中に 入り、 座席 

にしが みついて いた。 

試験 をす るのに、 ちょうど、 都合の いいように、 土 

地が 切り開い てあつた。 

「さあ、 その 斜面に、 地下 戦車の 鼻 さき をつつ こんで 

やれ」 



危険信号 

「なにごと も、 体験 じ や。 とはいう ものの、 この 地下 

戦車 を 目的物に あてがって やる までに、 いやに 世話が 

やける ねえ」 

「は あ。 やっぱり、 これ は 車輪が k 用です な あ」 

「岡 部 伍長 は、 この 次に は、 車輪 をつ ける といいだ す 

だろう」 

「いや、 少佐 どの。 この 次に は、 岡 部 は、 砲弾みたい 

に、 火薬の 力で この 地下 戦車 を 斜面へ うちこんでくれ 



そして 手 を ふった。 

「や あ、 ご苦労！」 

くどう じょうとうへ い 

それ は、 同乗 を 命ぜられた ェ藤 上等兵だった。 

かや はら じゅんい 

「萱原 准尉。 ェ藤 は、 命令 をう けて、 別にい やな 顔 を 

しなかった か」 

「いや、 大 悦びで ありました。 ェ藤 上等兵と 来たら、 

ま つ さ. *.J 

生命 を 投げ だすよう な こと は、 真 先に 志願す る 兵で あ 

りまして 」 

ベ つじよう 

「はは は、 まさか、 今日のと ころ は、 一命に は 別条 は 

あるまい」 

「そうです かな あ。 私 は、 心配であります」 



然し、 応え はない。 

そのうちに、 准尉 は、 びっくりし たような こえ を あ 

げた。 

「おや、 これ は、 へんだ ぞ」 

「どうした のか、 萱原」 

「ああ、 そうか。 車体が 廻って いるので す。 車体が 左 

に 廻って おります」 

「なに、 車体が 左へ 廻って いる。 それ はたい へんだ。 

それじゃ、 宙返り を やって いるの じ やない か。 飛行 

機 じゃある まいし、 戦車の 宙返り は、 感心し ない ぞ。 

岡 部 E 長、 なにし とる！」 



つよく はねかえせ。 どう だ、 わしの いう ことが わかる 

ゝ I 

力」 

じあい げんがい 

加 瀬 谷 少佐の ことばに は、 無限の 慈愛が 言外に あ ふ 

れ ていた。 

「は、 ま、.」 

はらわた ち ぎ 

岡 部 伍長 は、 感激の あまり、 腸が 千切れそう であつ 

た。 

感激 は、 岡 部 伍長 一人の ものではなかった。 彼と 一 

緒に、 その 地下 戦車に のりこん でいた ェ藤 上等兵 も、 

伍長の 横に 直立した まま、 唇 を ぶるぶる ふるわせ てい 

かたわら 

た。 部隊長の 傍 に 並い る萱原 准尉 その他の 隊員た ち 



いるから ね」 

「前回 は、 自分の 身体が、 地下 戦車の —— 胴の 中で く 

るく る 転がり だした のに は、 おどろいた であります。 

まさか、 戦車の 胴が、 ぐるぐ る 廻転 を はじめた と は 思 

わなかった ものです からな あ。 こんど は、 大丈夫です 

ゝ I 

力」 

「ああ、 そのこと は、 第 一番に 考えた。 こんど はもう、 

大丈夫 だ。 胴 は 決して 廻らない。 そのために、 こうい 

う 具合に、 地下 戦車の 腹に、 キヤ タビラ (履 帯) をつ 

けた」 

そういって 岡 部 は、 図のう え を、 鉛筆で 叩いた 〔第 



「ほう、 それ はどうい う 仕掛に なって います か」 

けず 

「つま リ、 廻転 錐で もって 削られた 土 は、 まず 錐のう 

しろへ 送られる。 すると 土 は、 地下 戦車の 胴に あたる 

みぞ ゆる 

が、 戦車の 胴の 前方 は、 深い 溝の ついた 緩やかな 廻転 

あと はこ 

式の コンペ ャ ー になって いて、 土 を 後へ 搬 ぶの だ。 そ 

して 土 は、 戦車の 側面に 出る が、 ここ は、 蛇の 腹の よ 

うな 別の コンペ -— になって いて、 どしどし 土 を 後方 

へ 送る」 

「なるほど。 ここであります か」 

うろ こ 

ェ藤 上等兵 は、 せんざんこう という 鱗 だらけの 背 

中の ような 地下 戦車の 胴 を 指す。 



「そうだ。 地下 戦車の 胴 は、 後へ いくほど 細くな つて 

いるから、 土 は 具合よ く、 後へ 送られる の だ。 それ か 

らもう 一 つ 重要な こと は、 この 戦車が 腹の 下の キヤ タ 

ビラで 前進す ると 戦車の 後方に は 隙が 出来る。 最初う 

まくやれば、 このところ は、 真空になる。 だから その 

隙間へ、 前から 送られて くる 土 を 吸い こむ 働き もす る _ 

まるで、 真空 掃除器の ような もの だ。 どう だ、 わかつ 

たかね」 

「は あ、 大体 わかった ように 思います が、 これ は 前回 

の 地下 戦車 第一 号と ちがって、 ずいぶん 進歩した もの 

きがん 

ですな あ。 いや、 これで 自分の 祈願 も、 ききめが あら 



岡 部 伍長 は、 やっと 設計 を 終った ので、 さすがに ほつ 

^ぉづ え 

として、 机に 頰杖 をつ いた。 すると、 どこから ともな 

く、 ぷ— んと、 いい 匂いが 鼻 をう つた。 

「おや、 へんだ な あ。 このい い 匂い は、 酒 だ！ どこ 

に 酒が あるの かしらん」 

伍長 は 立ち あがって、 あた リを見 まわした。 どうも、 

よく わからない。 彼 は、 鼻 をく すん く すん いわせな が 

ら、 机の まわ リを 歩き まわって いたが、 そのうちに 気 

きじょう 

がつ いたの は、 ェ藤 上等兵の 机上に のって いた ボ— ル 

紙の 函 であった。 

「あつ、 これ だ！」 



函 をと りあげて、 蓋のと ころ を 鼻に つけて みると、 

ぷ ー ん とつよ い 酒の 句い がする。 

「けしからん、 ェ 藤の やつ、 いくら 酒好きに しろ、 こ 

んな ところに 酒 を かくして おくなん て …… 」 

岡 部 伍長 は、 顔 を 硬く して、 ェ藤 上等兵の 大事に し 

ている 函の蓋 を 開いて みた。 

「おや、 これ は 何 だ」 

まも ふだ 

函の 中には、 意外に も、 たくさんの 神社のお 護り 札 

が、 所 もせ まく 張りつ けられて あった。 そのお 札に は、 

"四月 三日 祈願， という 具合に、 一 つ 一 つ 日附が 書いて 

ひ つ せき 

あった。 また 函の 一 番 奥に は、 ェ 藤の 筆跡で、 〃岡 部 伍 



だ い きが ん 

長 殿の 地下 戦車 完成 大 祈願。 その 日まで は、 絶対 禁酒 

のこと" と 記して あった。 そして 函の 中には、 小さい 

ころが せん 

薬 びんが 一 つ 転って いて、 栓の 間から、 酒が にじんで、 

ぷ— ん といい かおり を 放って いた。 

ここにお いて、 岡 部 伍長 は 一切 を さとった。 ェ藤 は、 

彼のた め 外出の たびに 神社 廻り をして 祈願 をな し、 好 

きな 酒 も 絶 つ て、 一 生けん めい に 地下 戦車が 完成す る 

ように 願 を かけて いたのであった。 ェ 藤が、 常に この 

函を 大事に して、 いつも 身の まわりから 放さなかった 

わけ も、 これで わかった。 

「おお ェ藤。 ありがとう。 おれ は、 きっと 完成して み 



きり 

ぷりぷり、 ぎりぎり ぎり。 赤土が、 霧の ようになつ 

て、 後方へ とぶ。 エンジンの 音が 一段と 高くなる。 

あざ や 

「ほう、 こんど は、 岡 部の やつ、 なかなか 鮮か にやつ 

ての ける ぞ。 ほう、 どんどん 深く 入って いく わ」 

部隊長 を はじめ、 見学の 将校 団は、 思わず 前へ 出て 

いった。 地下 戦車 は、 まるで 雪 を 削る 口— タリ ー 車の 

ように、 すこぶる 楽々 と、 赤土の 中へ もぐって いつた- 

そして、 まもなく 戦車の 尾部が 土中に かくれ、 あと は 

くず あな 

崩れ 穴 だけにな つたが、 その 穴から は、 もくもくと 赤 

土が 送り出され てきた。 それ もほんの しばらくで、 や 

がて 地下 戦車の 入った あと は 妙な 崩れ 跡 をの こした き 



くさはら 

後方 百メ —， ^ル のと ころの 草原が、 むくむ くと もちあ 

がると 見る まに、 その 下から 盛んに 土 をとば しながら 

地下 戦車の 大きな 背中が、 ぬつ と あらわれ たのに は、 

一 同 はお どろき 且つ よろこんで、 思わず 声 を そろえて、 

ばんざい 

万歳 を 叫んだ のであった。 

ああ、 ついに 実用になる 地下 戦車が 完成した の だ。 

これ こそ、 わが 機械化 部隊の 歴史的 瞬間であった！ 

きょたい 

すっかり 巨体 を あらわした 地下 戦車の 中から、 岡 部 

じょ-つき 

伍長が まつ 赤に 上気した 顔 を あらわした。 彼 は 報告の 

か きょしゅ 

ため、 加 瀬 谷 少佐の 前に 龃 けつけ、 ぴったりと 挙手の 

礼 をし、 
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